
毛利諸隊の陣跡を訪問毛利諸隊の陣跡を訪問

垂井町駅前観光案内所垂井町駅前観光案内所
垂井町の観光に役立つパンフレットや
地元のお土産などを取り揃えています。
住所／垂井町 1812-10（垂井駅北口）
　　　TEL 0584-23-2020
開所時間／ 9:00 ～ 14:00
定休日／月曜日（祝日は翌日休、年末年始）

利用時間／営業時間内
料金／普通自転車 500円 /台、
　　　電動自転車 1,000 円 / 台
※税込。保険料は含まれていません。

竹中重門や平塚為広、毛利諸隊の陣跡を訪問

その１「車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先」
「車の仲間」である自転車は、歩道と車道の区別がある道路では車道通行が原則
です。車道を通行する場合は、左側に寄って通行しなければなりません。
歩道を通行できる場合は、車道寄りの部分をすぐに停止できる速度で通行しま
す。歩行者の通行を妨げるときは一時停止しなければなりません。

その２「交差点では信号と一時停止を守って、安全確認」
信号機のある交差点では、信号に従って安全を確認し通行しましょう。
道路標識等により、一時停止すべきとされている場所では、必ず一時停止し、
安全を確認しましょう。

その３「夜間はライトを点灯」
夜間は必ずライトを点灯しましょう。

その４「飲酒運転は禁止」
自転車も飲酒運転は禁止です。

「ヘルメットを着用」その５
自転車を利用するすべての人は、自転車事故による被害を軽減するために、
乗車用ヘルメットを着用しましょう。幼児・児童を保護する責任のある人は、
幼児・児童を自転車に乗せるときには、乗車用ヘルメットを着用させるように
しましょう。

西軍総大将・毛利輝元の名代であっ
た毛利秀元は、一説によれば西軍の
拠点・大垣城の後詰として南宮山に
布陣したとされます。山頂付近に堀
切などの陣城遺構が残っています。

竹中半兵衛の居城跡。西美濃最大
級の山城遺構で、地方領主の城と
しては規模が大きすぎるため、
関ヶ原の戦いに備えて修築された
のではないかといわれています。

西軍の長宗我部盛親は、栗原山に
布陣したものの、戦わずして退却
し、途中、金屋川原（養老町）で東軍
の徳永寿昌・市橋長勝に遭遇して
大損害を被りました。

豊臣五奉行の一人・長束正家は、
南宮山東麓に布陣しましたが、戦
闘には加わりませんでした。居城
の近江水口城に退却、開城しまし
たが、捕らえられて自害しました。

徳川家康の娘婿・池田輝政は、関ヶ
原の戦いでは南宮山を睨むように
布陣し、南宮山の西軍諸将を抑え
る役目を果たしました。春王・安
王の墓と同じ敷地内にあります。

どど

江戸時代、地元の領主・竹中氏が
道場・菁莪堂を建て、明治時代に
は菁莪学校として発展しました。
建物内では岩手の歴史を紹介して
います。

サステナブル半兵衛

お松寿し

グルマンヴィタル
パンの森 垂井本店

出張自転車店
タノサイクル

070-8923-4227 9:00～16:00（ランチ11:00～15:00　ランチメニューあり）

9:30～17:00(ラストオーダー:レストラン15:00 カフェ16:30)
月曜定休（祝日の場合は翌平日）・12/29～1/3

8:00～18:30、カフェ8:00～17:00(ラストオーダー16:00)
火曜定休

日曜定休
8

14:00

9:30～18:00（ランチタイム 11:30～14:00）

17:30

14:00

土曜定休

火曜、水曜定休
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3月～11月／9:00～17:00　12月～2月／9:00～16:30

伊吹山を背に社殿が建ち、関ケ原
合戦の戦火を避けるため、御神体
を杉の四つ又に隠したところ、社殿
は焼けたが、大杉と御神体は無事
であったという伝承が残ります。

毛利家の外交僧であった安国寺恵
瓊は戦闘には加わらず、合戦後に
捕らえられ、京都六条河原で処刑
されました。陣跡遺構は案内板から
池を挟んだ先の山中にあります。

毛利家中の重鎮・吉川広家は、南
宮山麓に布陣しました。広家は黒
田長政を通じて交渉し、東軍と不戦
の密約を結んでいたとされ、戦闘
に参加しませんでした。

境内には重要文化財の本地堂、三
重塔、梵鐘のほか、北条政子が寄進
し、関ケ原合戦時に長宗我部の陣
営が煮炊きに使用して破損したと
伝わる鉄塔などがあります。
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